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中
世
浄
土
宗
に
お
け
る
正
統
と
夢

鈴

木

英

之

一
、
は
じ
め
に

仏
教
の
東
漸
に
基
づ
く
世
界
観
で
あ
る
⽛
三
国
観
⽜
の
中
で
、
釈
迦
が
仏
法
を
説
い
た
イ
ン
ド
か
ら
遠
く
離
れ
た
日
本
の
仏
教
者
は
、
自
ら
の
教
学
が
イ
ン
ド
か

ら
連
綿
と
つ
づ
く
正
統
な
教
え
・
宗
派
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
常
に
追
い
求
め
て
き
た
。
教
理
的
な
保
証
を
経
典
に
求
め
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
日

本
へ
と
つ
づ
く
法
脈
・
血
脈
を
示
す
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。
真
言
宗
な
ら
ば
、
教
主
で
あ
る
大
日
如
来
か
ら
始
ま
る
血
脈
を
受
け
つ
ぐ
中
国
の
恵
果
阿
闍
梨
か
ら
、

弘
法
大
師
空
海
へ
と
付
法
さ
れ
た
こ
と
で
そ
の
正
統
を
示
し
、
天
台
宗
は
、
中
国
国
清
寺
に
お
い
て
天
台
六
祖
道
邃
か
ら
最
澄
へ
の
伝
授
を
示
す
。
曹
洞
宗
で
は
イ

ン
ド
の
釈
迦
仏
か
ら
正
伝
の
仏
法
を
受
け
継
い
で
い
る
と
し
、
中
国
如
浄
禅
師
か
ら
道
元
が
直
接
教
え
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
誇
っ
た
。

諸
宗
と
は
異
な
り
、イ
ン
ド
や
中
国
に
直
接
遡
り
う
る
師
資
相
承
の
系
譜
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
が
浄
土
宗
で
あ
る
。
浄
土
宗
の
立
教
開
宗
は
、承
安
四
年（
一

一
七
四
）
も
し
く
は
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
に
、
比
叡
山
の
黒
谷
に
あ
る
経
蔵
で
、
法
然
（
一
一
三
三
～
一
二
一
二
）
が
善
導
の
⽝
観
無
量
寿
経
疏
⽞
を
見
い
だ

し
、
本
願
念
仏
に
帰
入
し
た
時
に
始
ま
っ
た
と
い
う
。
法
然
は
独
学
で
浄
土
教
学
を
修
め
た
の
で
あ
り
、
イ
ン
ド
・
中
国
に
い
る
師
か
ら
教
え
を
受
け
た
の
で
は
な

い
た
め
、
浄
土
宗
は
正
統
性
が
な
い
と
し
て
他
宗
か
ら
強
く
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
に
、
虎
関
師
錬
が
浄
土
宗
を
⽛
寓
宗
⽜、
す
な
わ
ち
一
宗
と
し
て
の
形

式
を
備
え
て
い
な
い
と
し
て
糾
弾
し
て
い
た
の
も
、
釈
迦
仏
か
ら
続
く
法
系
を
重
視
す
る
禅
僧
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
の
態
度
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

法
然
自
身
も
浄
土
宗
に
は
イ
ン
ド
・
中
国
に
遡
る
相
承
が
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
お
り
、
後
に
五
祖
や
九
祖
を
あ
げ
、
イ
ン
ド
以
来
の
伝
灯
の
系
譜
を
他
宗
に
示

す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た＊
⚑
。
だ
が
、
中
国
の
浄
土
祖
師
と
直
接
的
な
相
承
関
係
が
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
他
宗
か
ら
の
批
判
が
止
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
中
国
の
祖
師
と
日
本
の
法
然
と
を
結
び
付
け
る
た
め
に
説
か
れ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
⽛
二
祖
対
面
（
夢
中
対
面
）⽜
で
あ
る
。
一
四
世
紀
前
半
成
立
の
⽝
法
然
上

人
行
状
絵
図
⽞（
四
十
八
巻
伝
）
に
よ
れ
ば
、
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雲
の
中
よ
り
一
人
の
僧
出
て
、
上
人
の
所
に
き
た
り
住
す
。
そ
の
さ
ま
腰
よ
り
し
も
は
金
色
に
し
て
、
こ
し
よ
り
か
ミ
は
、
墨
染
な
り
。
上
人
合
掌
低
頭
し
て

申
し
給
ハ
く
、
こ
れ
誰
人
に
ま
し
る
ぞ
や
と
。
僧
答
給
ハ
く
、
我
ハ
是
善
導
な
り
と
。
何
の
た
め
に
来
給
ぞ
や
と
申
給
に
、
汝
専
修
念
仏
を
ひ
ろ
む
る
こ
と
、

貴
が
ゆ
へ
に
来
れ
る
な
り
と
宣
ふ
、
と
見
て
夢
さ
め
ぬ
。＊
⚒

と
、
法
然
の
夢
に
、
身
体
の
半
分
が
金
色
に
光
輝
く
僧
侶
が
現
れ
て
自
ら
を
⽛
善
導
⽜
だ
と
名
乗
り
、
法
然
が
念
仏
を
布
教
し
て
い
る
こ
と
は
尊
い
こ
と
だ
と
語
っ

た
と
い
う
。

善
導
は
中
国
浄
土
教
の
大
家
で
⽝
観
無
量
寿
経
疏
⽞
の
作
者
と
し
て
高
く
尊
崇
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
二
祖
対
面
は
夢
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
十
二
世
紀
の
日

本
に
生
き
た
法
然
と
、
七
世
紀
に
中
国
で
活
躍
し
た
善
導
と
の
間
に
直
接
的
な
面
授
が
あ
っ
た
証
明
と
し
て
い
る
。
法
然
自
身
は
二
祖
対
面
に
つ
い
て
直
接
的
に
は

語
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
が
実
際
に
あ
っ
た
宗
教
体
験
な
の
か
は
議
論
が
あ
り
、
評
価
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
田
村
圓
澄
は
⽛
二
祖
対
面
を
、
念
仏
宗
に
師
資

相
承
な
し
と
す
る
聖
道
門
の
非
難
に
答
え
る
た
め
、
法
然
の
入
滅
直
後
、
法
然
の
門
流
に
よ
っ
て
、
善
導
と
の
夢
中
対
面
や
三
昧
発
得
の
伝
説
が
流
布
し
た
⽜
と
伝

説
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
す
。
た
だ
し
法
然
諸
伝
に
は
、
法
然
没
後
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
二
祖
対
面
が
説
か
れ
て
お
り
、
宗
内
に
お
い
て
同
説
が
広
く
受
容
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い＊
⚓
。

イ
ン
ド
や
中
国
で
は
な
く
、
日
本
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
浄
土
宗
の
正
統
を
ど
こ
に
求
め
れ
ば
よ
い
の
か
。
小
稿
で
は
、
夢
に
依
拠
し
た
浄
土
宗
の
正
統
を
め
ぐ
る

議
論
を
、
法
然
か
ら
室
町
期
に
至
る
ま
で
概
観
し
、
夢
を
軸
と
し
た
正
統
形
成
の
過
程
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

二
、
法
然
と
師
資
相
承

ま
ず
師
資
相
承
に
対
す
る
考
え
方
を
法
然
の
⽝
阿
弥
陀
経
釈
⽞
か
ら
見
て
い
く
。⽝
阿
弥
陀
経
釈
⽞
は
、
法
然
が
東
大
寺
で
行
っ
た
浄
土
三
部
経
の
講
説
を
ま
と
め

た
も
の
と
さ
れ
る
。
興
味
深
い
の
が
、⽝
阿
弥
陀
経
釈
⽞
に
は
、
善
導
と
法
然
と
の
二
祖
対
面
を
想
起
さ
せ
る
記
述
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

法
然
は
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
に
東
大
寺
で
浄
土
三
部
経
の
講
説
を
行
っ
た
。
そ
の
際
の
講
義
を
ま
と
め
た
も
の
と
さ
れ
る
⽝
阿
弥
陀
経
釈
⽞（
恵
空
本
）
の

末
尾
に
は
、

就
レ

中
義
解
称
説
之
道
不
レ

同
二

表
白
唱
導
之
師
一

。
於
二

経
論
一

者
得
二

甚
深
旨
一

、
於
二

師
資
一

者
必
有
二

相
承
一

。
口
懸応
二

如
流
之
弁
一

、
意
生
二

繋
蒙
之
知
一

。＊
⚔

と
、
経
典
の
意
味
を
理
解
し
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
経
論
の
深
い
趣
旨
を
知
り
、
師
か
ら
弟
子
へ
の
相
承
が
必
要
だ
と
の
認
識
が
示
さ
れ
る
。
だ
が
、

爰
於
二

善
導
和
尚
往
生
浄
土
宗
一

者
、
雖
レ

有
二

経
論
一

、
无
レ

人
二

於
習
学
一

、
雖
レ

有
二

疏
尺
一

、
无
レ

倫
二

讃
仰
一

。
然
則
无
レ

有
二

相
承
血
脉
法
一

、
非
二

面
授
口
訣
義
一

。

と
⽛
善
導
和
尚
⽜
の
教
学
に
基
づ
く
⽛
往
生
浄
土
宗
⽜
は
、⽛
経
論
⽜
が
あ
っ
て
も
習
学
す
る
人
は
お
ら
ず
、⽛
疏
釈
⽜
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
讃
仰
す
る
人
も
い
な
か
っ

た
、
だ
か
ら
⽛
相
承
血
脈
法
⽜
は
存
在
し
な
い
し
、
他
宗
の
よ
う
な
⽛
面
授
口
訣
義
⽜
で
も
な
い
の
だ
と
、
法
然
は
、
浄
土
宗
に
師
資
相
承
の
系
譜
・
直
接
面
授
の
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形
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。＊
⚕

さ
ら
に
法
然
は
講
義
を
行
っ
た
感
想
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

唯
浅
探
二

仏
意
一

、
疎
窺
二

聖
訓
一

、
任
二

三
昩
発
得
之
輩
一

、
宣
二

一
分
往
生
之
義
意
一

。
愚
見
誠
不
レ

敏
、
深
理
何
可
レ

当
レ

之
。
何
況
雖
レ

有
二

章
疏
一

、
魚
魯
易
レ

迷
、

雖
レ

有
二

疏
釈
一

、
文
字
難
レ

見
。
不
レ

遇
二

善
導
一

者
、
決
智
難
レ

生
、
不
レ

訪
二

唐
方
一

者
、
遺
訓
難
レ

了
。
然
則
応
二

三
経
講
讃
之
仁
一

、
開
二

三
日
講
讃
之
会
事
一

。＊
⚖

た
だ
浅
く
仏
智
を
探
り
、
あ
ら
あ
ら
聖
訓
を
窺
う
に
は
、⽛
三
昧
発
得
の
輩
⽜
に
任
せ
て
、
わ
ず
か
ば
か
り
往
生
の
義
を
宣
べ
る
し
か
な
い
。
愚
見
は
ま
こ
と
に
鈍

く
、
甚
深
の
真
理
を
ど
う
し
て
明
か
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
ま
し
て
や
、
た
と
え
章
疏
や
疏
釈
な
ど
の
注
釈
書
が
あ
っ
た
と
し
て
も
記
述
は
難
解
で
誤
読
し
や
す

い
。⽛
善
導
⽜
に
出
逢
わ
な
け
れ
ば
決
智
を
生
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、⽛
唐
方
⽜（
中
国
）
を
訪
問
し
な
け
れ
ば
遺
訓
を
理
解
す
る
こ
と
も
難
し
い
と
い
う
。

善
導
に
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
⽝
阿
弥
陀
経
釈
⽞
の
主
張
は
、
否
応
な
く
二
祖
対
面
を
想
起
さ
せ
る
。
二
祖
対
面
の
時
期
に
は
諸
説
あ
り
、
立
教
開
宗

し
た
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）、
ま
た
は
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
頃
、⽝
選
択
本
願
念
仏
集
⽞
を
撰
述
し
た
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
頃
と
さ
れ
る
。
東
大
寺
に
お

け
る
浄
土
三
部
経
の
講
説
は
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
も
し
く
は
翌
二
年
と
さ
れ
る
た
め
、
お
お
む
ね
対
面
後
の
出
来
事
と
言
え
そ
う
だ
。

⽛
三
昧
発
得
⽜
と
は
、
禅
定
（
念
仏
）
を
通
じ
て
正
し
い
智
慧
が
生
じ
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
阿
弥
陀
仏
の
相
好
（
姿
形
）
や
極
楽
浄
土
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
を
い
う
。
善
導
が
三
昧
発
得
の
行
者
だ
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
法
然
は
⽝
善
導
十
徳
⽞
の
第
二
で
、
善
導
の
三
昧
発
得
の
力
を
讃
嘆
し
、
さ

ら
に
は
⽝
観
無
量
寿
経
釈
⽞
に
お
い
て
、
数
多
く
い
る
浄
土
祖
師
の
中
で
善
導
だ
け
を
師
と
し
た
理
由
と
し
て
、
善
導
が
三
昧
発
得
の
人
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。

問
曰
、
浄
土
祖
師
其
数
是
多
。
謂
弘
法
寺
迦
才
・
慈
愍
三
蔵
等
是
也
。
何
不
レ

依
二

彼
等
諸
師
一

唯
用
二

善
導
一
師
一

哉
。
此
等
諸
師
雖
レ

宗
二

浄
土
一

未
レ

発
二

三
昧
一

。

善
導
是
三
昧
発
得
之
人
。
於
レ

道
既
有
二

其
証
一

故
専
依
レ

用
之
。＊
⚗

な
お
⽝
阿
弥
陀
経
釈
⽞
に
は
諸
本
あ
り
、
構
成
や
記
述
に
異
同
が
多
く
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る＊
⚘
。
義
山
校
訂
本
な
ど
後
世
の
改
変
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
、

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
箇
所
も
諸
本
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
⽝
阿
弥
陀
経
釈
⽞
の
記
述
も
、
法
然
自
身
の
考
え
と
い
う
よ
り
も
、
二
祖
対
面
を
は
じ
め

と
し
た
宗
の
内
外
に
向
け
て
の
伝
統
・
正
統
創
出
の
営
み
の
一
貫
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
ほ
う
が
適
当
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
⽝
阿
弥
陀
経
釈
⽞
に

見
ら
れ
る
法
然
の
発
言
が
た
と
え
後
世
の
増
補
だ
っ
た
と
し
て
も
、
浄
土
宗
に
お
け
る
判
断
と
し
て
は
⽛
三
昧
発
得
之
輩
⽜
は
善
導
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え

て
お
り
、
二
祖
対
面
が
伝
統
形
成
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い＊
⚙
。

⽝
阿
弥
陀
経
釈
⽞
に
、
後
世
の
増
補
・
改
訂
が
ど
れ
ほ
ど
加
え
ら
れ
た
の
か
、
現
時
点
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
記
述
が
二
祖
対
面
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
、

後
の
伝
統
創
出
へ
と
繋
が
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
法
然
と
善
導
と
の
間
に
は
対
面
を
超
え
た
見
え
ざ
る
伝
授
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
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三
、
夢
と
三
昧

二
祖
対
面
に
限
ら
ず
、
夢
と
浄
土
宗
と
の
関
わ
り
は
深
い
。
こ
こ
か
ら
は
夢
の
浄
土
教
学
上
の
位
置
づ
け
を
、
善
導
か
ら
良
忠
ま
で
概
観
す
る
。

善
導
は
⽝
観
無
量
寿
経
疏
⽞
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

八
就
二

像
観
中
一

亦
先
挙
、
次
弁
、
後
結
。
即
有
二

其
十
三
一

。（
中
略
）
言
二

入
衆
生
心
想
中
一

者
、
乃
由
下

衆
生
起
レ

念
願
レ

見
二

諸
仏
一

、
仏
即
以
二

無
礙
智
一

知
上

、

即
能
入
二

彼
想
心
中
一

現
。
但
諸
行
者
、
若
想
念
中
若
夢
定
中
見
レ

仏
者
即
成
二

斯
義
一

也
。＊
10

⽝
観
無
量
寿
経
疏
⽞
は
善
導
に
よ
る
⽝
観
無
量
寿
経
⽞
の
注
釈
書
で
あ
る
。
善
導
は
⽝
観
無
量
寿
経
⽞⽛
像
想
観
⽜
の
⽛
入
一
切
衆
生
心
想
中
⽜
と
い
う
文
に
注
釈

を
施
し
、
衆
生
が
諸
仏
を
見
よ
う
と
す
る
と
、
仏
が
こ
の
上
な
い
智
恵
に
よ
っ
て
そ
れ
を
知
り
、
す
ぐ
に
人
々
の
心
中
に
入
っ
て
姿
を
現
す
と
し
、
行
者
は
⽛
想
中

（
観
想
中
）⽜
も
し
く
は
⽛
夢
定
中
⽜
で
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

⽝
観
無
量
寿
経
⽞
で
は
阿
弥
陀
仏
と
極
楽
浄
土
を
観
想
す
る
方
法
（
十
六
観
）
が
説
か
れ
る
。
注
釈
が
付
け
ら
れ
た
十
六
観
の
ひ
と
つ
⽛
像
想
観
⽜
の
⽛
入
衆
生
心

想
中
⽜
の
箇
所
を
見
る
と
、

仏
告
二

阿
難
及
韋
提
希
一

、
見
二

此
事
一

已
、
次
当
レ

想
レ

仏
。
所
以
者
何
。
諸
仏
如
来
是
法
界
身
。
遍
入
二

一
切
衆
生
心
想
中
一

。
是
故
汝
等
心
想
レ

仏
時
、
是
心
即

是
三
十
二
相
八
十
随
形
好
。
是
心
作
レ

仏
。
是
心
是
仏
。
諸
仏
正
徧
知
海
従
二

心
想
一

生
。＊
11

と
、
夢
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
た
め
、
観
想
と
夢
を
結
び
付
け
た
の
は
善
導
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

善
導
は
⽝
観
無
量
寿
経
⽞
の
⽛
入
衆
生
心
想
中
⽜
と
い
う
表
現
に
強
い
関
心
を
示
し
た
。⽝
般
舟
三
昧
経
⽞
の
注
釈
書
で
あ
る
⽝
般
舟
讃
⽞
で
も
、

三
明
六
通
常
自
在

徧
入
衆
生
心
想
中

仏
身
相
好
依
心
起

随
念
即
現
真
金
仏

真
金
即
弥
陀
相

円
光
化
仏
現
人
前＊
12

と
、
聖
者
に
な
っ
て
⽛
三
明
六
通
⽜（
阿
羅
漢
が
最
初
の
悟
り
で
得
る
と
い
う
三
つ
の
智
慧
と
六
つ
の
神
通
力
の
こ
と
）
が
自
在
に
な
る
と
⽛
入
衆
生
心
想
中
⽜
し
て
、

仏
の
姿
形
が
心
の
中
か
ら
た
ち
起
こ
り
、
念
仏
に
従
っ
て
真
金
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
を
現
じ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
⽝
般
舟
三
昧
経
⽞
で
は
、
戒
を
保
ち
な
が
ら
七

日
七
夜
一
心
に
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夢
中
で
阿
弥
陀
仏
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
見
仏
の
果
報
が
得
ら
れ
る
）
と
の
説
も
見
ら
れ
る
。

⽝
般
舟
三
昧
経
⽞
は
題
目
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
三
昧
行
を
説
く
経
典
で
あ
り
、
善
導
は
⽝
観
無
量
寿
経
⽞
に
お
け
る
見
仏
を
三
昧
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
て
い
た＊
13
。

夢
に
仏
や
菩
薩
を
見
る
（
見
仏
す
る
）
こ
と
は
、⽝
無
量
寿
経
⽞
下
輩
段
（
浄
全
一
、
二
〇
頁
）
や
そ
の
異
訳
で
あ
る
⽝
平
等
覚
経
⽞
一
輩
段
（
浄
全
一
、
八
五
頁
下
）

に
も
認
め
ら
れ
、
浄
土
教
に
お
い
て
夢
と
見
仏
が
非
常
に
近
し
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
善
導
が
⽛
夢
⽜
で
は
な
く
⽛
夢
定
⽜
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
法
然
や
浄
土
宗
第
二
祖
・
聖
光
房
弁
長
の
著

作
に
⽛
夢
定
⽜
と
い
う
語
の
用
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
浄
土
宗
第
三
祖
・
然
阿
良
忠
（
一
一
九
九
～
一
二
八
七
）
の
⽝
観
経
疏
伝
通
記
⽞
に
よ
れ
ば
、

若
想
念
中
若
夢
定
中
等
者
、
修
観
行
者
定
中
見
レ

仏
故
云
二

想
念
中
一

。
若
在
二

夢
中
一

見
二

所
レ

念
仏
一

故
云
二

夢
定
中
一

。
修
定
者
夢
。
故
名
二

夢
定
一

。
此
異
二

不
レ

修
而
夢
見
一
レ

境
。
故
加
二

定
字
一

。
経
云
二

入
心
想
中
一

即
此
義
也
。＊
14

と
、
夢
と
い
っ
て
も
単
な
る
夢
で
は
な
く
、
観
想
を
修
行
し
て
い
る
者
の
夢
の
中
に
現
れ
る
も
の
で
、
普
通
の
夢
と
は
⽛
定
⽜
の
字
を
加
え
る
こ
と
で
区
別
す
る
と

い
う
。⽛
定
⽜
と
は
禅
定
・
三
摩
地
・
三
昧
の
こ
と
で
、
三
昧
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
瑞
夢
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、⽝
観
無
量
寿
経
⽞
に
い
う
⽛
入
心
想
中
⽜
の
こ
と

だ
と
い
う
。
良
忠
に
よ
っ
て
善
導
の
解
釈
が
精
緻
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

禅
定
・
観
想
行
を
行
う
行
者
の
心
に
仏
が
入
り
、
夢
の
中
で
阿
弥
陀
仏
が
姿
を
現
す
と
い
う
の
だ
が
、
た
だ
夢
に
見
る
の
で
は
な
い
。
き
ち
ん
と
し
た
修
業
の
結

果
見
え
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
夢
を
通
じ
て
三
昧
を
発
得
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
正
統
な
行
者
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
夢
は
教
理
的

に
も
浄
土
三
部
経
か
ら
こ
の
か
た
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
浄
土
宗
第
七
祖
・
了
誉
聖
冏
（
一
三
四
一
～
一
四
二
〇
）
は
、

於
レ

是
本
朝
遺
弟
恵
心
・
禅
林
寺
并
悲
下

異
域
少
生
不
レ

得
中

口
授
上

。
幸
我
高
祖
源
空
上
人
大
和
尚
於
二

夢
定
中
一

奉
レ

謁
二

半
金
色
大
師
一

、
宗
教
并
承
心
行
倶
決
。

雖
下

大
師
滅
後
四
百
五
十
三
歳
末
弟
上

、
親
写
瓶
相
承
。＊
15

と
、
法
然
以
前
の
著
名
な
浄
土
教
者
で
あ
っ
た
源
信
や
永
観
は
、⽛
異
域
⽜
つ
ま
り
中
国
か
ら
離
れ
た
日
本
に
生
ま
れ
た
た
め
、
直
接
伝
授
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
法
然
は
⽛
夢
定
中
⽜
で
善
導
と
対
面
し
て
口
授
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
か
ら
、
法
然
は
、
善
導
大
師
の
死
後
四
百
五
十
三
年
目
の
末
弟

な
の
だ
と
、
日
本
の
浄
土
教
祖
師
の
中
で
も
特
別
の
存
在
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
示
す
。

ま
た
浄
土
宗
第
八
祖
・
酉
誉
聖
聡
は

観
経
文
偏
有
二

念
仏
一

。
一
家
自
二

西
河
一

禀
承
也
。
爰
高
祖
上
人
於
二

夢
定
中
一

以
二

光
明
面
受
一

深
習
二

極
之
一

也
。
其
所
伝
但
心
欲
二

往
生
極
楽
一

口
唱
二

南
無
阿
弥

陀
仏
一

之
外
無
二

別
子
細
一

習
極
也
。＊
16

と
、
善
導
（
光
明
）
か
ら
法
然
（
高
祖
上
人
）
へ
の
夢
中
対
面
を
⽛
夢
定
中
⽜
に
起
き
た
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
、
善
導
・
良
忠
以
来
の

夢
の
教
理
上
の
位
置
づ
け
が
、
後
の
鎮
西
流
の
祖
師
た
ち
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
、
良
心
の
夢
解
釈

藤
田
派
性
心
の
弟
子
で
あ
る
良
心
（
持
阿
弥
陀
仏
。
一
二
六
二
～
一
三
二
三
）
は
、
夢
中
対
面
に
対
す
る
疑
義
に
つ
い
て
教
理
的
な
反
論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
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良
心
の
解
釈
は
、
室
町
期
の
了
誉
聖
冏
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
夢
中
相
承
に
対
す
る
批
判
へ
の
反
論
を
行
っ
て
お
り
、
中
世
浄
土
宗
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

な
解
釈
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
良
心
の
反
論
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
（
本
章
に
お
け
る
引
用
は
す
べ
て
連
続
し
た
ひ
と
続
き
の
も
の
だ
が
論
述
の
都
合

上
分
け
て
論
じ
る
）。

難
云
、
和
尚
受
二

弥
陀
一

。
上
人
受
二

大
師
一

云
。
共
是
夢
中
所
見
也
。
何
足
二

信
用
一

。
俗
典
云
、
真
人
無
レ

夢
。
以
無
二

妄
想
一

也
云

云

首
楞
厳
云
、
修
二

三
摩
提
一

想
陰
尽
者
、
是
人
夢
想
消
滅
寤
寐
恒
一
。
覚
明
虚
静
猶
如
二

晴
空
一
已

上

故
知
。
夢
者
唯
是
妄
想
想
陰
病
。
誰
是
信
二

実
義
一

耶
。＊
17

あ
る
人
が
難
じ
る
こ
と
に
は
、
善
導
は
阿
弥
陀
仏
か
ら
、
法
然
は
善
導
か
ら
浄
土
教
を
伝
授
さ
れ
た
が
、
ど
ち
ら
も
夢
中
の
出
来
事
で
あ
り
、
誰
が
⽛
実
義
⽜
と

信
じ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
と
い
う
。
善
導
の
⽝
観
無
量
寿
経
疏
⽞
執
筆
の
際
の
霊
夢
と
、
二
祖
対
面
が
念
頭
に
あ
る
記
述
だ
が
、
夢
の
不
確
実
性
を
思
え
ば
当

然
の
批
判
だ
ろ
う
。

夢
に
よ
る
師
資
相
承
を
認
め
な
い
経
証
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
⽛
俗
典
⽜（⽝
荘
子
⽞）
と
⽝
首
楞
厳
経
⽞
で
あ
る
。
両
書
は
夢
の
不
確
実
性
を
説
く
も
の
と
し
て

た
び
た
び
引
用
さ
れ
た
。
原
典
を
確
認
す
れ
ば
、⽝
荘
子
⽞
で
は
、

古
之
真
人
、
其
寝
不
レ

夢
、
其
覚
無
レ

憂
、
其
食
不
レ

甘
、
其
息
深
深
。＊
18

と
、
古
の
真
人
は
雑
念
が
な
い
た
め
眠
っ
て
い
る
時
に
夢
を
見
な
い
と
い
う
。

ま
た
⽝
首
楞
厳
経
⽞
で
は
釈
迦
仏
が
阿
難
陀
に
告
げ
た
言
葉
と
し
て
、

阿
難
、
彼
善
男
子
、
修
二

三
摩
提
一

想
陰
尽
者
、
是
人
平
常
夢
想
銷
滅
寤
寐
恒
一
。
覚
明
虚
静
猶
如
二

晴
空
一

。＊
19

と
、⽛
三
摩
提
⽜（
禅
定
）
を
修
し
て
⽛
想
陰
⽜
を
滅
し
尽
く
し
た
者
は
、
平
常
の
⽛
夢
想
⽜
は
消
滅
し
て
、⽛
寤
寐
⽜（
目
が
覚
め
て
い
る
時
・
眠
っ
て
い
る
時
）
が

常
に
同
じ
状
態
に
な
り
、
意
識
が
澄
み
渡
り
静
か
に
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
は
晴
れ
た
空
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。⽛
想
陰
⽜
と
は
五
蘊
の
ひ
と
つ
で
、
認
識
対
象
か

ら
そ
の
姿
か
た
ち
の
像
や
観
念
を
受
動
的
に
受
け
る
表
象
作
用
の
こ
と
だ
が
、⽝
首
楞
厳
経
⽞
に
よ
れ
ば
、
三
昧
（
禅
定
）
の
境
地
に
入
っ
た
も
の
は
夢
想
が
消
滅
す

る
と
い
う
。

要
す
る
に
⽝
荘
子
⽞⽝
首
楞
厳
経
⽞
と
も
に
、
真
人
や
三
昧
人
の
よ
う
な
高
い
段
階
に
あ
る
も
の
は
夢
を
見
な
い
と
い
う
の
だ
が
、
良
心
は
こ
れ
に
対
し
て
、

答
。
誠
夢
事
雖
レ

通
二

実
虚
一

、
然
仏
教
盛
説
レ

之
。

と
、
夢
が
虚
実
両
面
に
通
じ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
仏
教
で
は
こ
れ
を
繰
り
返
し
説
い
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
、
経
論
と
漢
籍
を
用
い
て
反
論
す
る
。

ま
ず
⽝
出
生
菩
提
経
⽞⽝
持
世
経
⽞⽝
金
光
明
最
勝
王
経
⽞⽝
大
般
若
経
⽞
を
引
用
し
、
仏
教
に
お
け
る
善
夢
や
成
仏
の
前
兆
夢
、
夢
中
で
の
修
行
や
仏
の
姿
を
夢
に

見
た
例
を
示
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、

加
レ

之
晋
朝
道
安
法
師
夢
見
二

梵
僧
頭
白
眉
長
一

。
即
語
レ

安
云
、
君
所
解
殊
合
二

道
理
一

。
必
弘
通
。
又
大
唐
澄
観
法
師
依
二

文
殊
夢
教
一

造
二

華
厳
疏
一

。
和
国
慈
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覚
大
師
感
二

得
瑞
夢
一

弘
二

伝
金
剛
頂
蘇
悉
地
経
疏
一

。
何
偏
不
レ

信
二

受
夢
境
一

。

と
、
道
安
や
澄
観
、
慈
覚
大
師
円
仁
が
、
そ
れ
ぞ
れ
夢
で
自
ら
の
著
作
の
保
証
や
執
筆
を
促
さ
れ
た
事
跡
を
述
べ
、
古
来
よ
り
夢
告
の
例
は
多
い
の
に
ど
う
し
て
か

た
く
な
に
夢
の
境
界
を
信
じ
な
い
の
か
と
批
判
す
る
。
こ
の
う
ち
澄
観
と
慈
覚
大
師
の
用
例
に
つ
い
て
は
法
然
の
⽝
善
導
十
徳
⽞
に
も
指
摘
が
あ
り
、
浄
土
宗
に
お

け
る
伝
統
的
な
夢
理
解
の
例
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る＊
20
。

さ
ら
に
良
心
は
、⽝
荘
子
⽞
と
⽝
首
楞
厳
経
⽞
の
解
釈
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

真
人
無
レ

夢
者
、
是
簡
二

異
相
遊
戯
夢
一

標
二

吉
凶
一

非
レ

遮
レ

兆
。
此
故
黄
帝
夢
馬
変
成
レ

龍
。
乗
レ

之
見
レ

登
レ

天
。
又
夢
二

赤
蛇
遶
一
レ

身
、
八
十
日
登
レ

位
。
唐
堯
夢

以
レ

口
夢
見
レ

舐
レ

天
。
又
夢
眉
髪
等
見
、
一
百
日
登
レ

位
。
殷
湯
王
夢
以
レ

手
撥
レ

天
見
レ

上
。
漢
高
夢
赤
龍
含
レ

臂
赤
蛇
見
レ

廻
レ

腰
。
并
是
蹈
二

帝
位
一

瑞
相
也
。

夢
則
夢
陽
気
遠
標
二

方
来
一

無
二

異
想
及
病
患
一

。
是
其
所
見
必
不
レ

可
レ

有
レ

誤
。
経
尽
二

想
陰
一

説
、
同
簡
二

戯
論
妄
想
一

。
況
既
云
二

寤
寐
恒
一
一

。
豈
論
二

夢
覚
異
一

乎
。

⽝
荘
子
⽞
で
は
⽛
真
人
⽜
は
夢
を
見
な
い
と
い
う
が
、
そ
れ
は
⽛
異
相
遊
戯
夢
⽜
を
省
い
た
た
め
、
す
な
わ
ち
妄
想
の
夢
を
嫌
っ
た
た
め
だ
と
い
う＊
21
。
し
た
が
っ
て

吉
凶
を
示
す
際
に
用
い
ら
れ
る
夢
の
兆
し
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
黄
帝
や
堯
、
殷
の
湯
王
、
漢
の
高
祖
た
ち
が
、
後
に
帝
位
に
つ
く
⽛
瑞
相
⽜
を
夢
に

見
た
こ
と
を
例
と
し
て
あ
げ
る
。
さ
ら
に
は
夢
が
遠
く
未
来
を
示
す
こ
と
、異
想
や
病
気
・
疾
患
が
な
け
れ
ば
夢
で
見
た
こ
と
に
誤
り
は
な
く
、⽝
首
楞
厳
経
⽞で⽛
想

陰
⽜
を
な
く
す
と
い
う
の
も
⽝
荘
子
⽞
の
真
人
と
同
じ
く
妄
想
の
夢
を
嫌
う
こ
と
だ
と
い
う
。
ま
し
て
や
⽛
寤
寐
恒
一
⽜（
目
が
覚
め
て
い
る
時
も
眠
っ
て
い
る
時
も

常
に
同
じ
状
態
）
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
夢
中
と
覚
醒
時
の
違
い
を
論
じ
る
必
要
は
な
い
と
断
じ
る
。
さ
ら
に
⽝
首
楞
厳
経
⽞
に
⽛
寤
寐
恒
一
⽜
と
な
る
者
を
⽛
三

摩
提
⽜
を
修
し
た
人
と
す
る
こ
と
に
着
目
し
、

又
経
云
二

修
三
摩
提
一

。
上
人
既
発
二

得
三
昧
一

。
彼
所
見
何
混
二

平
常
人
一

。
定
知
、
非
二

想
陰
妄
夢
一
云

云

又
有
二

口
伝
一
云

云

と
、
法
然
上
人
も
三
昧
（
三
摩
提
）
を
発
得
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、⽛
平
常
人
⽜
と
一
緒
に
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。⽝
首
楞
厳
経
⽞
に
い
う
⽛
想
陰
⽜
か
ら
生

ま
れ
る
⽛
妄
夢
⽜
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
良
心
は
、
各
経
典
を
経
証
と
し
、
法
然
の
三
昧
発
得
人
と
し
て
の
能
力
を
前
提
と
し
て
、
相
承
の
正
し
さ
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。

五
、
浄
土
宗
に
お
け
る
夢
の
重
視

浄
土
宗
に
お
け
る
夢
の
例
は
数
多
い
。
法
然
の
孫
弟
子
に
当
た
る
了
慧
道
光
（
一
二
四
三
～
一
三
三
〇
）
に
よ
れ
ば
、
い
ち
い
ち
ふ
れ
て
い
る
と
煩
雑
な
の
で
載

せ
な
か
っ
た
と
述
べ
る
ほ
ど
⽛
感
夢
⽜
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

又
諸
人
感
夢
惟
多
。
有
人
〈
本
宗
禅
門
〉
夢
弥
陀
再
誕
。
有
人
〈
敬
蓮
社
〉
夢
善
導
化
身
。
有
人
夢
持
地
菩
薩
権
化
。
有
人
〈
竹
節
荘
礼
九
郎
〉
夢
上
人
来
告
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曰
、
我
是
八
度
再
生
者
也
〈
云
云
〉
感
夢
雖
レ

多
恐
レ

繁
不
レ

載
矣
。＊
22

浄
土
宗
の
学
僧
た
ち
は
、
自
ら
の
流
派
・
教
学
の
正
統
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
夢
を
重
視
し
た
。
夙
に
玉
山
成
元
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
善
導
や
法
然
、
師
僧

な
ど
が
夢
に
登
場
す
る
こ
と
で
、
自
流
の
教
義
が
正
統
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
の
正
し
さ
が
夢
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る＊
23
。

た
と
え
ば
⽝
法
然
上
人
行
状
絵
図
⽞
で
は
、
弁
長
が
⽛
一
巻
の
書
⽜
を
あ
ら
わ
し
た
と
こ
ろ
⽛
善
導
大
師
ま
の
あ
た
り
に
道
場
に
影
現
し
給
ふ
こ
と
あ
り
⽜
と
、

善
導
が
弁
長
の
眼
前
に
出
現
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
弁
長
は
自
説
の
正
統
を
確
信
し
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
良
忠
⽝
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
⽞
巻
上
⽛
末
代
念
仏
授
手
印
事
⽜
で
は
、

近
比
彦
山
有
二

住
侶
一

。
心
中
思
レ

成
二

念
仏
者
一

而
慮
下

可
二

誰
為
一
レ

師
、
可
二

西
山
為
一
レ

師
、
可
中

善
導
寺
為
上
レ

師
。
如
レ

此
令
レ

思
二

惟
之
一

処
夢
感
、
高
僧
来
示
云
、

善
慧
房
義
虚
空
面
形
様
也
。
聖
光
房
（
※
弁
長
）
製
作
授
手
印
末
代
可
レ

放
二

於
光
一

之
書
也
〈
云
云
〉
依
レ

之
、
件
僧
善
導
寺
来
詣
遂
二

本
意
一

而
帰
畢
。
是
故
此

手
印
末
代
悪
世
指
南
念
仏
往
生
目
足
也
。
尤
以
可
二

珍
重
一

。＊
24

と
、⽛
彦
山
の
住
侶
⽜
の
夢
に
高
僧
が
あ
ら
わ
れ
、
浄
土
宗
第
二
祖
・
聖
光
弁
長
が
製
作
し
た
⽝
末
代
念
仏
授
手
印
⽞
は
末
代
に
光
を
放
つ
だ
ろ
う
書
物
で
あ
る
と
述

べ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
道
光
に
よ
れ
ば
、
嵯
峨
に
住
む
貴
女
が
、

御
ゆ
め
に
、
善
導
和
尚
一
巻
の
ま
き
物
を
も
ち
て
こ
れ
は
こ
と
葉
の
と
も
し
ひ
と
い
ふ
ふ
み
也
。
こ
れ
を
み
て
念
仏
申
さ
は
、
決
定
往
生
す
へ
し
と
て
、
さ
つ

け
さ
せ
給
へ
ば
、
世
に
う
れ
し
く
お
ほ
え
て
、
う
け
と
ら
せ
給
へ
は
、
夢
さ
め
ぬ
。＊
25

と
、
夢
の
中
で
善
導
か
ら
、
そ
れ
を
見
て
念
仏
を
称
え
た
な
ら
ば
必
ず
往
生
で
き
る
と
い
う
⽛
こ
と
葉
の
と
も
し
ひ
⽜
と
い
う
一
巻
の
巻
物
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
貴
女
が
現
実
に
そ
の
書
物
（⽝
語
灯
録
⽞
の
こ
と
）
を
見
た
夜
に
は
北
野
天
神
と
平
野
大
明
神
が
そ
れ
を
守
護
す
る
夢
を
見
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
道
光
は

善
導
の
御
さ
ず
け
、
神
明
の
御
守
護
、
か
た
が
た
頼
も
し
く
覚
え
て
、
憚
り
な
が
ら
こ
れ
を
記
す
所
な
り
。＊
26

と
、
自
ら
が
収
集
し
た
⽝
語
灯
録
⽞
に
は
善
導
の
御
授
け
に
加
え
、
神
明
の
守
護
も
あ
る
と
頼
も
し
く
思
っ
た
と
い
う
。

聖
聡
は
、
師
・
聖
冏
か
ら
六
通
の
切
紙
相
承
を
認
め
ら
れ
た
夜
に
⽛
瑞
夢
⽜
を
見
た
と
し
、

右
先
師
相
伝
之
趣
具
以
如
レ

斯
。
爰
酉
誉
上
人
於
下

被
レ

認
二

此
六
通
切
紙
一

之
終
功
当
夜
上

感
二

瑞
夢
一

云
、
長
六
尺
計
光
明
大
師
影
二

向
枕
上
一

立
二

華
盆
中
一

。
感

嘆
銘
レ

肝
数
以
拝
見
云

云

師
夢
覚
云
、
今
此
書
者
相
二

叶
一
家
大
師
内
証
一

。
文
義
亦
至
要
也
。（
中
略
）
最
足
二

信
用
一

云
爾
。
上
来
夢
想
酉
誉
上
人
御
物
語
。
了

暁
於
レ

私
筆
二

記
之
一

。＊
27

⽛
長
六
尺
許
の
光
明
大
師
⽜
す
な
わ
ち
善
導
が
枕
元
に
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
。
夢
か
ら
覚
め
た
酉
誉
は
、
自
分
が
受
け
た
切
紙
が
善
導
の
悟
り
の
内
容
と
合
致
す
る
、

最
も
信
用
に
足
る
と
自
信
を
深
め
て
い
た
。
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次
に
、
よ
り
積
極
的
な
夢
と
学
僧
と
の
関
わ
り
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
ま
で
は
自
ら
著
し
た
書
物
に
善
導
や
法
然
の
お
墨
付
き
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
が
、
今
度
は
一
歩
進
ん
で
、
教
学
書
の
執
筆
を
う
な
が
し
、
さ
ら
に
は
執
筆
の
指
南
・
教
授
を
行
う
と
い
う
例
で
あ
る
。

聖
冏
⽝
伝
通
記
糅
鈔
⽞
に
よ
れ
ば
、

然
阿
良
忠
上
人
者
、
顕
密
優
長
・
内
外
明
匠
也
。（
中
略
）
遂
便
驚
二

他
瑞
夢
請
一

方
作
二

報
夢
鈔
一

。
鈔
記
部
帙
五
十
余
帖
。＊
28

と
、
良
忠
は
、
他
人
の
瑞
夢
を
き
っ
か
け
と
し
た
執
筆
の
要
請
に
驚
き
⽛
報
夢
鈔
⽜
と
総
称
さ
れ
る
五
十
余
部
に
も
及
ぶ
著
作
を
あ
ら
わ
し
た
と
い
う
。

良
忠
は
⽛
報
夢
鈔
⽜
の
概
要
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

亦
筑
後
国
有
二

要
阿
弥
陀
仏
者
一

。
日
中
睡
夢
、
清
水
華
台
房
来
云
、
善
導
寺
上
人
示
云
、
文
者
見
二

入
諸
仏
教
意
一

、
義
者
言
二

極
悪
罪
人
往
生
様
一

也
。
此
言

係
レ

心
殊
貴
覚
也
〈
云
云
〉
又
善
導
寺
上
人
有
二

光
臨
一

。
要
阿
述
二

前
言
一

。
即
上
人
答
云
、
此
言
実
爾
也
。
又
今
度
談
義
者
、
余
委
悉
之
間
、
僻
事
自
相
交
。

雖
レ

然
発
起
衆
〈
然
阿
〉
為
二

器
量
人
一

之
間
、
後
日
可
レ

書
二

直
之
一

也
。
然
要
阿
夢
覚
即
時
染
レ

筆
、
此
夢
書
二

付
自
房
柱
一

之
後
、
請
二

略
鈔
於
然
阿
一

未
レ

遂
二

其
本

意
一

之
条
、
懈
怠
之
甚
也
。
然
則
予
所
存
不
レ

可
レ

違
二

善
導
寺
上
人
意
趣
一

歟
。
依
レ

之
今
乍
レ

憚
染
レ

筆
而
已
。＊
29

⽛
要
阿
弥
陀
仏
⽜
が
日
中
に
夢
を
見
た
と
こ
ろ
、
善
導
寺
上
人
（
弁
長
）
が
現
れ
、
今
度
の
談
義
の
内
容
は
難
し
い
の
で
間
違
い
も
混
じ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
だ

が
、
発
起
衆
の
ひ
と
り
で
あ
る
然
阿
（
良
忠
）
は
優
れ
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
然
阿
に
談
義
の
内
容
を
正
確
に
書
き
直
さ
せ
ろ
と
い
う
。
夢
か
ら
醒
め
た
要
阿
は
、

夢
の
内
容
を
す
ぐ
に
自
房
の
柱
に
書
き
付
け
て
、
然
阿
に
実
際
に
書
き
直
し
を
求
め
た
が
、
然
阿
は
ま
だ
書
い
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
善
導
寺
上
人
の
意
向
に
背
く

訳
に
は
い
か
な
い
の
で
憚
り
な
が
ら
本
書
を
執
筆
し
た
の
だ
と
い
う
。

ま
た
別
の
箇
所
で
は
、
年
老
い
た
良
忠
が
、
夢
告
を
頼
り
に
し
て
師
僧
の
願
い
を
思
っ
て
記
す
だ
け
だ
と
、
夢
告
に
よ
っ
て
執
筆
す
る
と
い
う
意
識
が
前
提
と
し

て
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

然
間
去
正
月
十
七
日
在
阿
尋
二

来
草
庵
一

。
手
擎
二

手
印
疑
問
一

口
請
二

口
伝
決
答
一

。
然
阿
齢
逼
二

六
旬
一

目
闇
手
振
。
雖
レ

然
感
二

来
問
之
志
一

思
二

利
生
之
多
一

凌
二

余
寒
之
風
一

走
二

頽
齢
之
筆
一

載
二

先
聞
之
趣
一

答
二

後
輩
之
疑
問
一

畢
。（
中
略
）
恣
決
二

是
非
一

其
憚
不
レ

少
、
今
憑
二

夢
告
一

又
憶
二

師
寄
一

憖
以
記
レ

之
耳
。＊
30

良
忠
に
と
っ
て
、
夢
の
お
告
げ
は
教
学
書
を
執
筆
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
記
述
だ
け
で
は
誰
の
夢
告
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
名
越
派
の
学
僧
・
理
本
良
栄
（
～
一
四
二
三
）
の
書
か
ら
、
そ
の
内
容
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

欲
レ

記
二

録
十
六
箇
條
見
聞
一

、
先
題
名
計
記
、
初
置
其
夜
夢
、
黒
衣
着
老
僧
一
人
来
、
取
二

愚
僧
手
一

、
可
レ

書
旨
教
、
奉
レ

問
二

誰
人
一

、
傍
人
答
云
、
是
黒
谷
法
然

上
人
申
。
愚
僧
思
。
然
阿
上
人
、
記
二

五
十
余
帖
之
抄
記
一

始
夜
、
夢
中
黒
谷
上
人
来
、
取
二

然
阿
上
人
手
一

教
伝
承
、
今
亦
如
レ

是
。
此
事
不
思
議
喜
悦
心
住
思
、

夢
即
覚
〈
云
云
〉。
夢
覚
後
、
夢
有
二

虚
実
一

如
何
思
惟
打
置
。
師
良
天
語
申
、
実
夢
故
、
為
二

末
代
一

可
レ

書
二

見
聞
奥
一

被
レ

仰
故
記
畢
。＊
31

良
栄
に
よ
れ
ば
、
と
あ
る
書
物
を
記
録
し
よ
う
と
題
名
を
書
い
た
そ
の
夜
に
、
夢
に
黒
谷
上
人
（
法
然
）
が
現
れ
、
法
然
み
ず
か
ら
手
を
取
っ
て
書
く
べ
き
旨
を
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教
え
て
く
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
然
阿
（
良
忠
）
が
⽛
報
夢
鈔
⽜
を
著
す
際
に
、
夢
中
に
法
然
が
示
現
し
、
然
阿
の
手
を
取
り
教
示
し
た
の
と
同
じ
だ
っ
た
と
い
う
。

つ
ま
り
良
忠
は
法
然
の
教
授
を
受
け
な
が
ら
、
自
ら
の
著
作
を
著
し
て
い
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
報
夢
鈔
は
、
師
で
あ
る
聖
光
房
弁
長
が
要
阿
弥
陀
仏
を
通
じ
て
、

良
忠
に
記
さ
せ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
黒
谷
上
人
す
な
わ
ち
法
然
の
教
授
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
伝
説
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
夢
を
介
し
た
高
僧
の
教
え
導
き
に
よ
っ
て
教
学
書
を
著
し
て
い
く
と
い
う
類
型
は
、
善
導
の
⽝
観
無
量
寿
経
疏
⽞
に
既
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
善

導
は
、
智
慧
が
浅
短
な
た
め
著
述
が
難
し
く
、
夢
中
に
仏
菩
薩
や
極
楽
の
諸
相
を
見
せ
て
欲
し
い
と
請
願
し
た
。
日
々
経
典
を
読
誦
し
、
念
仏
に
励
ん
だ
結
果
、
そ

の
願
い
は
叶
い
、
諸
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
毎
夜
夢
の
中
に
一
人
の
僧
侶
が
あ
ら
わ
れ
、⽝
観
無
量
寿
経
疏
⽞
執
筆
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
は
示
現
し
た
僧
侶
や
仏
の
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
良
忠
や
良
栄
と
ま
っ
た
く
同
じ
類
型
と
い
え
る
。

六
、
お
わ
り
に

如
上
、
浄
土
宗
に
お
け
る
夢
と
伝
統
形
成
の
過
程
の
一
端
を
見
て
き
た
。
中
国
や
イ
ン
ド
に
遡
る
直
接
的
な
師
承
関
係
を
も
た
な
い
浄
土
宗
は
、
二
祖
対
面
を
説

く
こ
と
で
、
法
然
と
中
国
の
善
導
と
の
間
で
師
資
相
承
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
と
し
た
。
夢
は
浄
土
教
学
の
展
開
上
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
浄
土
宗
の
学
僧

た
ち
は
、
法
然
と
善
導
と
の
二
祖
対
面
、
善
導
の
⽝
観
無
量
寿
経
疏
⽞
執
筆
時
に
お
け
る
高
僧
（
阿
弥
陀
仏
）
の
示
現
と
教
授
と
い
う
伝
統
的
な
ふ
た
つ
の
夢
の
モ

チ
ー
フ
を
繰
り
返
し
追
体
験
し
な
が
ら
、
自
ら
の
教
理
や
流
派
の
正
統
性
に
対
す
る
確
信
を
深
め
て
い
た
。
先
徳
祖
師
た
ち
と
の
夢
を
介
し
た
交
感
こ
そ
が
、
諸
派

林
立
す
る
中
で
、
自
ら
の
正
統
を
主
張
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
宗
教
体
験
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

聖
聡
⽝
選
択
口
伝
口
筆
⽞
で
は
、
諸
宗
派
の
相
承
に
つ
い
て
師
で
あ
る
聖
冏
の
説
が
紹
介
さ
れ
る
。

依
二

一
心
専
念
之
文
一

自
解
二

仏
願
之
奥
旨
一

専
師
二

善
導
一〈
依
二

此
経
巻
相
承
一

也
〉。
其
後
於
二

夢
定
中
一

謁
二

半
金
色
人
一

。（
中
略
）若
依
二

此
説
一

者
直
受
也
。（
中

略
）
今
此
夢
定
口
伝
決
定
相
承
也
。（
中
略
）
若
他
宗
以
レ

非
二

直
受
一

被
二

偏
執
一

、
当
宗
又
可
レ

云
。
天
台
宗
龍
樹
・
慧
文
之
間
、
天
竺
与
二

唐
国
一

遥
隔
、
上
代

与
二

後
世
一

世
又
隔
也
。
何
為
二

依
用
一

哉
。
又
真
言
宗
血
脈
龍
樹
与
二

金
剛
薩
埵
一

証
人
無
レ

之
。
又
華
厳
宗
龍
樹
菩
薩
自
二

龍
宮
一

涌
出
〈
云
云
〉
偏
執
者
何
用
レ

之
。
雖
レ

然
皆
受
伝
以
レ

無
二

子
細
一

言
レ

之
。
今
亦
可
レ

然
。
尤
可
二

仰
信
一

〈
已
上
〉。＊
32

す
な
わ
ち
、
善
導
と
法
然
と
の
間
に
直
接
的
な
伝
授
が
な
い
と
し
て
浄
土
宗
を
批
判
す
る
な
ら
ば
、
天
台
宗
や
真
言
宗
、
華
厳
宗
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
浄

土
宗
だ
け
を
非
難
す
る
の
は
⽛
偏
執
⽜
で
あ
る
と
い
う
。

聖
冏
の
言
う
と
お
り
、
ル
ー
ツ
を
考
え
れ
ば
浄
土
宗
と
そ
れ
以
外
の
宗
派
と
の
違
い
は
乏
し
い
。
天
台
宗
は
、
龍
樹
（
二
～
三
世
紀
）
の
著
作
（
鳩
摩
羅
什
訳
）

に
よ
っ
て
、
六
世
紀
北
斉
の
僧
侶
・
慧
文
が
一
心
三
観
の
理
を
悟
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
し
た
が
っ
て
両
者
の
直
接
的
な
面
授
は
な
い＊
33
。
ま
た
真
言
宗
は
、
付
法
の

八
祖＊
34
な
ら
ば
大
日
如
来
か
ら
金
剛
薩
埵
・
龍
猛
・
龍
智
・
金
剛
智
・
不
空
・
恵
果
・
空
海
へ
と
法
脈
が
つ
づ
く
が
、
金
剛
薩
埵
の
よ
う
な
尊
格
か
ら
、
人
間
で
あ
る
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龍
猛
が
ど
の
よ
う
に
血
脈
を
受
け
継
い
だ
の
か
を
歴
史
的
に
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
龍
樹
は
竜
宮
か
ら
⽝
華
厳
経
⽞
を
持
っ
て
き
た
と
い
う
が
、
こ
ち
ら
も

同
様
に
確
固
た
る
証
拠
を
示
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
浄
土
宗
を
批
判
し
て
い
る
天
台
宗
や
真
言
宗
で
あ
っ
て
も
、
宗
の
伝
統
の
根
幹
は
伝
説
に
立
脚

し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

聖
冏
の
見
解
に
は
説
得
力
が
あ
り
、
た
し
か
に
諸
宗
の
相
承
も
浄
土
宗
の
そ
れ
と
大
差
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
浄
土
宗
が
批
判
さ
れ
つ
づ
け

た
理
由
は
、
や
は
り
法
然
自
身
が
入
宋
し
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
浄
土
宗
が
新
し
い
宗
派
で
あ
り
、
虚
実
入
り
混
じ
っ
た
夢
を
媒
介
と
し
た
相
承
が
認

め
ら
れ
る
ほ
ど
の
歴
史
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
の
学
僧
た
ち
は
夢
を
ひ
と
き
わ
重
視
す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
批
判
に
対
し

様
々
な
反
論
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

【
注
】

＊
⚑
⽝
選
択
本
願
念
仏
集
⽞⽝
類
聚
浄
土
五
祖
伝
⽞
で
五
祖
（
曇
鸞
・
法
上
・
道
綽
・
善
導
・
懐
感
・
少
康
）
を
、⽝
逆
修
説
法
⽞
で
九
祖
（
菩
提
流
支
・
恵
寵
・
道
場
・
曇
鸞
・

法
上
・
道
綽
・
善
導
・
懐
感
・
少
康
）
を
示
す
。

＊
⚒
⽝
本
朝
祖
師
絵
詞
⽞、⽝
黒
谷
源
空
上
人
伝
⽞（
十
六
門
記
）、⽝
四
十
八
巻
伝
⽞（
法
然
上
人
行
状
絵
図
）
な
ど
参
照
。

＊
⚓

田
村
圓
澄
⽝
日
本
佛
教
史
⽞
別
巻
（
法
藏
館
、
一
九
八
三
）
参
照
。

＊
⚔
⽝
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
⽞、
一
四
五
頁
。
恵
空
本
（
古
本
系
）
は
比
較
的
古
形
を
留
め
て
い
る
と
さ
れ
る
。
義
山
校
訂
本
は
字
句
が
か
な
り
整
え
ら
れ
て
お
り
、
使
用

に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

＊
⚕

義
山
校
訂
本
に
は
⽛
粤
於
二

善
導
所
立
往
生
浄
土
之
宗
一

雖
レ

有
二

経
論
一

讃
仰
之
無
レ

人
。
雖
レ

有
二

疏
書
一

習
学
之
無
レ

倫
。
是
以
疎
二

相
承
血
脉
法
一

乏
二

面
授
口
訣
義
一

⽜（
浄

全
九
、
三
六
九
頁
下
）
と
あ
る
。⽛
无
有
⽜
が
⽛
疎
⽜、⽛
非
⽜
が
⽛
乏
⽜
に
書
き
換
え
ら
れ
る
な
ど
⽛
相
承
⽜⽛
面
授
⽜
が
な
い
こ
と
に
対
す
る
表
現
が
弱
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
興
味
深
い
。
な
お
聖
冏
は
、
浄
土
宗
は
面
授
で
は
な
く
口
伝
も
な
く
、
善
導
⽝
観
経
疏
⽞
に
基
づ
き
法
然
自
ら
建
立
し
た
法
門
で
あ
る
か
ら
信
用
で
き
な
い
、
と
い
う
非
難

に
対
し
、⽛
上
人
是
三
昧
発
得
師
也
。
親
見
二

彼
土
依
正
一

⽜
と
法
然
は
三
昧
発
得
し
て
極
樂
浄
土
と
阿
弥
陀
仏
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
の
で
誤
り
な
ど
な
い
と
の
見
解
を

示
す
（⽝
決
疑
鈔
直
牒
⽞
巻
三
、
浄
全
七
、
四
九
七
頁
上
）。⽝
阿
弥
陀
経
釈
⽞
の
同
文
が
浄
土
宗
批
判
の
依
拠
資
料
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

＊
⚖
⽝
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
⽞、
一
四
五
頁
。

＊
⚗

法
然
⽝
観
無
量
寿
経
釈
⽞（
浄
全
九
、
三
五
六
頁
上
。⽝
漢
語
灯
録
⽞
二
所
収
）。
法
然
⽝
選
択
本
願
念
仏
集
⽞（⽝
浄
土
宗
全
書
⽞
七
、
七
一
頁
）
に
ほ
ぼ
同
文
が
認
め
ら
れ

る
。

＊
⚘

諸
本
の
ひ
と
つ
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
刊
本
で
は
、
先
掲
し
た
⽛
三
昧
発
得
之
輩
…
…
⽜
の
く
だ
り
は
存
在
せ
ず
、
代
わ
り
に
、⽝
選
択
集
⽞
と
ほ
ぼ
同
文
の
善
導
一

師
選
択
の
記
述
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

＊
⚙

あ
る
い
は
⽛
輩
⽜
と
複
数
人
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
善
導
と
懐
感
の
こ
と
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
⽝
観
無
量
寿
経
釈
⽞
で
は
先
の
引
用
に
つ
づ
け
て
、
善

導
の
弟
子
で
あ
る
懐
感
も
三
昧
発
得
の
人
と
さ
れ
る
が
、
師
と
弟
子
で
は
解
釈
に
差
異
が
あ
る
た
め
懐
感
を
師
と
は
し
な
い
旨
が
語
ら
れ
る
（
浄
全
九
、
三
五
六
頁
上
）。

＊
10

善
導
⽝
観
無
量
寿
経
疏
⽞（
浄
全
二
、
四
六
頁
下
～
四
七
頁
上
）。
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＊
11
⽝
観
無
量
寿
経
⽞
第
八
観
⽛
像
想
観
⽜（
浄
全
一
、
四
三
頁
上
）。
第
八
観
で
は
、
諸
仏
如
来
は
法
界
身
で
あ
り
一
切
衆
生
の
心
相
の
中
に
入
る
、
心
の
中
に
入
る
の
だ
か
ら
、

人
間
が
仏
を
観
想
す
る
と
、
心
中
に
仏
の
相
好
が
現
れ
、
さ
ら
に
は
仏
と
な
り
、
心
そ
の
も
の
が
仏
に
な
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
己
心
の
弥
陀
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
る
。

＊
12

善
導
⽝
般
舟
讃
⽞（
浄
全
四
、
五
四
〇
頁
下
～
五
四
一
頁
上
）。

＊
13

廬
山
慧
遠
は
同
士
と
と
も
に
白
蓮
社
を
興
し
⽝
般
舟
三
昧
経
⽞
所
説
の
行
法
に
よ
っ
て
見
仏
を
期
し
た
と
い
う
。⽝
般
舟
三
昧
経
⽞⽛
当
念
二

彼
方
仏
一

不
レ

得
レ

欠
レ

戒
。
一

心
念
、
若
一
昼
夜
、
若
七
日
七
夜
、
過
二

七
日
一

以
後
、
見
二

阿
弥
陀
仏
一

。
於
レ

覚
不
レ

見
。
於
二

夢
中
一

見
レ

之
。⽜（
大
正
十
三
、
九
〇
五
頁
上
）
参
照
。

＊
14

良
忠
⽝
観
経
疏
伝
通
記
⽞
定
善
義
記
第
二
（
浄
全
二
、
三
四
三
頁
下
）。

＊
15

聖
冏
⽝
釈
浄
土
二
蔵
義
⽞
巻
第
二
十
九
（
浄
全
一
二
、
三
三
一
頁
下
）。

＊
16

聖
聡
⽝
三
巻
名
目
不
審
請
決
⽞（
浄
全
十
、
四
二
六
頁
上
）。

＊
17

良
心
⽝
選
択
決
疑
抄
見
聞
⽞（
浄
全
七
、
七
〇
八
頁
下
～
七
〇
九
頁
下
）。

＊
18
⽝
荘
子
⽞⽛
大
宗
師
篇
⽜（
新
釈
漢
文
体
系
七
⽝
老
子
・
荘
子
⽞、
二
四
七
頁
）。

＊
19
⽝
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
⽞（
楞
厳
経
／
大
仏
頂
経
）
巻
第
十
（
大
正
十
九
、
一
五
一
頁
中
下
）。

＊
20

法
然
⽝
善
導
十
徳
⽞（
了
恵
集
録
⽝
黒
谷
上
人
語
灯
録
⽞
巻
第
九
、
浄
全
九
、
四
三
一
頁
下
～
四
三
二
頁
上
）。

＊
21

聖
冏
は
良
心
の
説
を
引
用
す
る
が
⽛
簡
異
相
遊
戯
夢
⽜
を
⽛
是
嫌
妄
想
夢
⽜
と
表
現
を
変
え
て
い
る
。
小
稿
で
は
聖
冏
の
解
釈
に
従
っ
た
。

＊
22

道
光
⽝
聖
光
上
人
伝
⽞（
浄
全
十
七
、
三
九
三
頁
下
）。
敬
蓮
社
は
要
阿
の
こ
と
。
善
導
の
化
身
と
は
、
善
導
寺
上
人
＝
聖
光
房
弁
長
の
こ
と
を
い
う
。

＊
23

玉
山
成
元
⽛
中
世
浄
土
宗
教
団
と
夢
⽜（⽝
日
本
仏
教
史
学
⽞
十
六
、
一
九
八
一
・
二
）。

＊
24

良
忠
⽝
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
⽞
巻
上
⽛
末
代
念
仏
授
手
印
事
⽜（
浄
全
十
、
二
八
頁
上
）。

＊
25

道
光
⽝
拾
遺
和
語
灯
録
⽞⽛
語
灯
録
瑞
夢
事
⽜（
浄
全
九
、
六
五
六
頁
下
）。

＊
26

道
光
⽝
拾
遺
和
語
灯
録
⽞⽛
語
灯
録
瑞
夢
事
⽜（
浄
全
九
、
六
五
七
頁
下
）。

＊
27

聖
聡
⽝
教
相
切
紙
拾
遺
徹
⽞
下
⽛
跋
文
⽜（
了
暁
記
）（
浄
全
七
、
一
七
四
頁
下
～
一
七
五
頁
上
）。

＊
28

聖
冏
⽝
伝
通
記
糅
鈔
⽞
序
文
（
浄
全
三
・
五
三
頁
下
）。

＊
29

良
忠
⽝
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
⽞
巻
下
（
浄
全
一
〇
、
二
七
頁
下
～
二
八
頁
上
）。

＊
30

良
忠
⽝
決
答
授
手
印
疑
問
鈔
⽞
巻
上
（
浄
全
十
、
二
七
頁
上
下
）。

＊
31

良
栄
⽛
良
栄
夢
想
⽜（⽝
良
天
口
筆
⽞
所
収
。
続
浄
全
一
〇
、
四
〇
五
頁
上
）。
注
23
前
掲
玉
山
論
文
参
照
。

＊
32

聖
聡
⽝
選
択
口
伝
口
筆
⽞（
浄
全
七
、
六
三
四
頁
下
～
五
頁
上
）。⽝
浄
土
三
国
仏
祖
伝
集
⽞
下
（
続
浄
全
十
七
、
三
三
八
頁
下
）
に
も
同
文
が
認
め
ら
れ
る
。

＊
33

龍
樹
か
ら
受
け
継
い
だ
慧
文
の
悟
り
を
弟
子
の
慧
思
が
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
天
台
智
顗
が
法
華
三
昧
を
軸
に
し
て
天
台
宗
を
開
い
た
。
こ
の
場
合
、
竜
樹
が
天
台
初
祖
と

さ
れ
、
二
祖
慧
文
、
三
祖
慧
思
さ
ら
に
天
台
智
顗
が
天
台
宗
を
開
い
た
と
さ
れ
る
。
最
澄
は
天
台
六
祖
・
道
邃
か
ら
付
法
を
受
け
て
い
る
。

＊
34

真
言
八
祖
に
は
付
法
の
八
祖
と
伝
法
（
伝
持
）
の
八
祖
が
あ
る
。
付
法
の
八
祖
は
、
大
日
如
来
・
金
剛
薩
埵
・
龍
猛
・
龍
智
・
金
剛
智
・
不
空
・
恵
果
・
空
海
の
八
祖
を

い
い
、
伝
法
（
伝
持
）
の
八
祖
は
、
龍
猛
・
龍
智
・
金
剛
智
・
不
空
・
善
無
畏
・
一
行
・
恵
果
・
空
海
を
い
う
。

(20)
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